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…bg (1-B当) 、 、? ??? ， ， ? 、
で与えられる o ここで、 Bは磁場、 Boは共鳴磁場、ムBは共鳴幅、 αbgは束縛状態を中
間状態に介さないときの S波散乱長である。このような磁場に依存する散乱長の振る舞
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図4:分子にならずに原子のまま残存する割合の終磁場依存性(左図)。分子にならずに原
子のまま残存する割合のスイープ速度の逆数依存性(右図)0 (Strecker et al.， 2003) [12]. 
一方で、、スイープ速度に対して、分子を形成せずに残存する原子の割合が測定されてい









































































こで、 p(~β) はエネルギー Eß での状態密度である。
興味ある簡素な例は、自由粒子として入射するときの弾性散乱である。この場合、状態
密度p(Ek)は立体角df!を用いて、
p(Ek) =ヱrkヲdf!L乙π)3n一 (3) 






















H Ho+V (6) 
であるとする。 Vは、 rを相対座標とするとき、すIr)= V(r)lr)をみたす。ポテンシヤル
V(γ)は球対称で、中心から遠く離れた場所Irl一→∞ではV(r)→ 0になるとする。
以上より、式(5)は、































G(z) = Go + Go(z)VG(z) (12) 
の関係がある。このダイソン方程式より、 1+e(z)す=1/[1-eo(z)す]が得られる。した
がって、非散乱状態|伊k)と、完全なグリーン関数。を用いて、固有状態1EK)は、







一 ♂戸eik-r+勺+J d企ω叫叫r凶叫州G可仰tれ(川附附') 山)
で与えられる。座標空間でのグリーン関数は適当な積分を行うことで、







で表される。ただし、 Ir -r' I = r -er . r'+ο(手)を用いた。ここで、動径方向のベクト
ルerをer三 r/γ と定義し、波数ベクトルkrをkr三 kerと定義した。したがって、波動関
数の漸近形は、入射する平面波と散乱される球面波との重ね合わせで表現でき、
守よ(r)= eik-r + 芋令引f六(体k
となる。このとき、散乱振幅f(k，kr)は、





in ( θ¥t*θ世¥ nk ，_ ，_ _ ，，<) 
=一一同一一-\Þ*~Q- ) rゴ∞ごコlJ(k，kr)l~ 2mr ¥θγθγJ'-VV mr 
となる O 単位時間あたり単位立体角に散乱される粒子の数は、 dN= jr2do'で与えられ
る。これを入射する粒子の流れ密度jo=以 /mrで割ることで、散乱断面積dσ として、
(19) 
dN ，_，_ _ ，，<) 
dσ=十 =If(k， kr)l~do' 
.10 
を得る。式(4)と式(20)を比較して、 T行列と散乱振幅との間の関係














[こr lld L21 ーι-::-V2+ V(γ) I曾(r)= I ~一十一一三 + V(γ) I曽(r)= E世(r) (23) 












I? Pz( C08 B) = l(l + 1)1i2 Pz( C08 B) 
を満たすむの固有関数である。
これらを用いることで、動径方向の波動関数Rk，l(γ)を与える方程式
d? n 1¥ ， 2 d n 1__¥ ， r つnbrTT 1 _ J n 1 _¥ l (l + 1) 
2FERN(γ)+FZRK，l(γ) + Ik2 ザーV(けIRk，l(γ)一っγ Rk，l(l・)=0
が得られる。ただし、が =2nbrE/がである。
散乱の中心から遠く離れたr>>Rではこの方程式は、







jt(X)→:刊-2)? 問(x)→十08や-2)， ただし X ~> 1 (29) 
である o Xが小さいところでは、近似的に、
(2l -1)! 






Rk，z(r) = A印(kけ+Bznz(kr) (31) 
になる o ここで、んと Bzは、今議論した γ>>Rでの解とポテンシャルの影響を強く受け
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f( B) ネー芸仙川cosB) (e2id1 - 1) (36) 
- L(2l+川 (B)乃(cosB) (37) 
l=O 
となる。ただし、部分散乱振幅点(B)を、












aL n 1__ ¥ I 2 d n 1__ ¥ l (l + 1)土2"Rk，t (γ)+ ーァRk，l(γ) 一一τ~Rk，l = 0 (40) 





A-C (2l十 1)! Bl= -~')--.!!..M 
l = c1 kl Dl = -c2(2l_1)!! (42) 
と関係づけられる。したがって、位相のずれは、
1/.2l十1
tanol =子{<，)1 人"{ <') 1 I .. ¥ " ( 43 ) 
し1
となる O 低エネルギーの散乱を想定し、 k→ 0とするとき、 S波以外の位相のずれぬ#0は




k cot 0三 1
α 
で定義される。 k→Oの低エネルギー散乱では、
1 k C2 






eido sin 0 
f( 8)何 fo(8)九(cosO)= k U 何一α (47) 

































摂動とみなせるので、よい量子数はmsとmiになる O ここで、 msとmiは電子と核のス
ピンを磁場ヘ射影したものである。
これらの中間ぐらいの磁場B~ αhr! (μeめがかかっているとき、よい量子数は mf であ
るO 超微細相互作用は、









Hint.1 + Hint.2 





























作用Hhfによって、 Ms+MI= M~+M5 を満たす他の状態 13， M~; I， M5)に遷移しうる。
連続スペクトルを持った入射チャンネル13，Ms; I， M1)の入射エネルギーが、超微細相互
??????










































( ι p 九p戸凶cl川1


























































ゃ l¥]fcl，i) (¥]f cl，i! I r北|申cl，k)(守cl，k!
Gcl(Z) = ヅ + I一一
































(E -Hef) I宙op，k)ニ O
と書き換えることができる。ここで、有効ハミルトニアンIe鉦を
















T(k'， k) = ('Pk'lた叶曾op，k)
一 (仇ψ内州ピ凶川，イ引1(防(瓜丸p+恥九p:clecl(川川(但向E町)弘恥恥凡1:0沿O川p
一 ( 伊内仰州kνk，lイ|氏丸九ωpバ|伸曽叫よρい)+ [ド(伊内卯州kν刈Fイ1+ ( 伊内卯州kν叫，イ|仇丸九ωpρんοιO叩p(但E+打吋叫t住的εけ)]恥九凡p:cle
一 (ωψ内作州k'刈，イ似|似voμω4匂pバ|防曾叫I心)+叫(世虹ι叫よ長副，1爪l恥九+九Lゐp凶:ぷclρο臼似cl(向E町)l玩恥4久九G匂I吋 申O叩m仲叫p仏附ω，k心 (σm問7η均2勾) 
となる。最後の等式では、 ('Pk，I+(伊k'IVopeop(E+iε)三伸長|を用いた。閉チャンネルとの結
合を無視した場合、開チャンネルにおける散乱過程のT行列は、 Tbg(k'，k) 三 (~Qk， 1九pl守よ)
で定義できる。式 (63)を用いると、 T行列は、










を得るD 式(63)、式 (67)、式 (75)から、開チャンネルで、連続スペクトルをもっ状態|曹op，k)
は、
I-¥， Gop(E+伝)Wゐ刈世間s)(宙開sI Wcl:op I Wop，k) |申op，k) 申よ)+
ー |叫)+ eop(E十台)WoP:cll九 )Ares (76) 
になる。式(76)に、仲間IWcl:opを左からかけることで、|守よ)を用いて表した重なり因子
(宙開IWI世~)
Ares =《 A~. (77) 
E -Eres一(九IWcl:opGop(E+ iε)肌p:clれ s)
が得られる。式(73)のT行列と、式(75)、式 (77)の重なり因子より、 T行列は
T(k'， k) 何 Tbg(k'ぅk)+ (世長|叫んcd世間s)Ares
伸長1"仏p:cl申r田)(れslWcl:opl叫)一九広(k'ぅk)+ A 《 《 ー (78) 
O¥ E -Eres-仲間IWcl:opGop(E+ iε)Wムp:cl宙開)
で与えられる。
2.2節で見たように、 T行列と散乱振幅の関係は、













となる。ここで、 αbgはチャンネル間で遷移がない場合のs波散乱長で、 αbg三 mr九g(O，O)j(加が)
で定義される。 Iklー-*0のときの状態Iwo)と状態Iwu)の違いは無視した。








Eres(Bres) = Eth + Eb +ムμBres= 0 (83) 
で決まる。式 (82)と式 (83)より、束縛状態のエネルギーは、






































Ir1 -r21 -→∞のとき消える。それは、 kの和をとると激しく振動し、総和と Lて相殺す
るからである。結果として、一体の密度行列は、
lim 仰 1，r2) =与
Irl-r21→∞ V 
(91) 
























ρl(rlぅr2) = (命↑(rd金(r2))+ zPnM〆J一→北4 いk制附(付r
1 1 
一一一 3 [sin (kFlrl -r21) -kFlrl -r21 cos (kFlrl -r21)] (96) 
π21rl -r21 
で与えられる [42]0ここでkFは、フェルミ波数である。フェルミオンにおける一体の密




ρ2(r~ ，ル rl ，r2)三(針(rD判(ι)も(則合↑(rl)) (97) 
で定義される。一様系での2体の密度行列は、







一イ-z-一叩(←e 伺 ( 山& : υ iμ 










ñ(k~ + k; -k2一 k1削ο州)
を得る o したがって、 4vidlk261klの統計平均は、
(a[凶，k~a l，k2 aj，kJ = (â+，凶が↓，k2âj，kJðk~+k;=k2十k1
?
?』?




1 ~ /¥ 
仰し昨日2)=戸 L¥ â~ ，k'+ 号 ai ，-rfLれきai，-吋〉
k.k'.k" 











r1+h f-ri+4r-f f R= -2一 s三 r1一九 R'-一一一ぅ s' -r~ -r; (108) 
2 
で与えられる重心座標R、R'と相対座標s、ぜを導入する O このとき、 2体の密度行列は
(a) r かつ r2=rr. r1 = r1 2ヲ
(b) r かつ r2ニ=r~: r1 = r2 l' 
(c) rl = r2， f かつ Ir1 -r21一→∞r2 = r2， 
内(R'，s'; R， s) 会ζ〈bti-K4i叫んk"心 (叩9)
xeik-(R-R')e-ik'.s' eik"'s (110) 
(111) 1 ヤ/ユt ;. t 九九 \~ -ik'.s' ~ik/l .s 一万五之」¥Uj，k'u !，_k，u!，k川↑，-k"/ t t 
k'，k" 
+ょや{スt ;'. t 久《 V 

















一→ 1τ..../ ¥ 












|J:L P州必;川2)= (を~(r~)判(ι))(金↓(rl)を↑(r2) 山)
となる。ただし、(岳↓(rl)曽↑(r2)三ゾ刃;ψ(rl，r2)とした。
したがって、このときの最大固有値は、




















φ(k) = 一一一tanh/'"'~K (121) 2Ek --.-- 2
となる O したがって、凝縮したクーパ一対の数は、
ゃ|ム12.L__L2 sEk 
p = ~ ~E~ tanh万一 (122) 
k K 
r dk 1ム12i 12βEk 











































































r _ ( . _ _"，._， ，，<) 1 r dk _ r. adm) 
D = I dr{ [5-2μ(r)JIφ(r) 1勺ート一一ln{1 -e一βiεk 十日μ(r)]} (128) 
j ¥β} (27[3) 
+イ1(~土乞 (ド付ドばぽとr)一附削叶)ト一ι削帥州ケ例r吋)μ仙 e一イ叫叩β仇弘2π3) l-k i ¥ -I ~ A ¥ -IJ s -l -， - J  ) 
で与えられる。ここで、 εr)=がど/2Mは分子の運動エネルギー、占)-がk2/2mは原子
の運動エネルギーである。また、 s= l/kBTであって、 Tは温度を、 KBはボルツマン定数を








となる O 一方で、全粒子数NtotはNtot=-θQ/θμ から得られ、
r _ . _ ， ，.<) _ r d企rdl王(~明、
M川、V丸lらto叫=2 I dゐ必州r判'1剛争釘(r)げI~ +2什j一一寸τf似B以(εぐr「j~汁;r刈り) J-I ¥ / I . -J (2π)3J lJ¥-K 
+1生生14)ー μ(r) εど)一内1fp(E
k
; r)l 2fF(EK;r)|(131) (2π)3 1- Ek(r) ，- Ek(r) Jr \~1<' -/ 1 
となる。ここで、ボソンとフエルミオンの分布関数を、それぞれん(εr);r)とjF(Ek;r) 
で書き表すことにする。これらは、 jB(εLm);r) = 1/(exp {β[εF)+6-2μ(r)]} -1)と
jF(Ek; r)= 1/{exp [sEk(r)] + 1}で与えられる。式 (131)の右辺において、第一項は、
凝縮した分子数の2倍、 2Nmcを表す。第二項は、凝縮していない分子数の2倍、 21九で
ある。最後の項は、原子数Naである。従って、式(131)は、
Ntot 2Nm + Na 




Nc 三 Nmc+ Np 
=μ|φ(r)12 + 1 drl 1向 I(を↑川州2 (133) 
である。式(133)の第二項は、第3章で議論した、 2体の密度行列の最大固有値である [41]0 
平均場近似の範囲内では、クーパ一対の数の表現式が得られていて、

































ぬト=川生些2生~~ β刷山川ι刷川州(付例r刈) 十叫十e一瓜刷附叫(作例r吋叫)BJ(21f)3l~βEk(r) 十 l'~~~L~'~ J 
九レ= k
B 
r 生坐2生至吋叩(作い作川川川グ刈枠制川叫[ド吋ばばぽε44Ji;rr;fアM)的11+ d幻A川刊6一 2勾勾神州川メμ以内 州Lベ巾刷(ケ例r吋刈)河l一 州 一 f川β
J (27πr)戸3 ¥ e〆β珂[ê~M)+δ 一2勾制μ叫附(ケr)J一 1 ~~~ l ~ J J 
で与えられる。
等エントロビー曲線を示す前に、図 7に、ディチューニング6と温度TではられるふT
平面に対して、凝縮している分子の割合TJmc= 2Nmc/ Ntot (左図)と、凝縮したクーパー
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での全エントロビーと、初期エントロビーが等しい条件Stot(0， T)= Si (1i)を課すことで
得られる。図 7をみると、 BEC領域である 15=-4εFでは、転移温度がTc f'V 0.53TFだと
分かる。一方、図 9の左図をみると、初期温度で換算された転移温度が、同じ 15=-4勾
で、1i.c~ 0.21TFになっている o この振る舞いは、理想、気体を用いた Williamsたちの結





























































データである [13]0実線は SPSSモデ、ルの結果、破線で挟まれた領域は、 SPSSモデルの
ブイツテイングノtラメータのとり得る範囲に対応する。分子の割合ηmを、ふT平面上にプ
ロットした(右図)0 0 = 0での分子の割合ηmと、各温度に対応する初期温度を用いて、
左図の生成効率が得られた。結合定数αは、 α=0.4εFである o






















(1) B> + B<←→Bm' 
(2) B> + F<←→ Fm， 
























の比、 N<，indN> ，ini三 αで決定される。“多数の成分ううと“少数の成分"という設定から、
αく 1である。第二の拘束条件は、












。=~&く 11 ー α乞ペε〉 11 十 (1-α) L ~ß m 1 一
γG341干1γ ePEiz> 干1γeρkd 干1














態密度は、 p(ε)=ε2 j[2(加 )3]で与えられる。ただし、必=(ωz竹山)1/3である。
ボソンの非凝縮粒子数NB とブエルミオンの粒子数NFは、ボース積分9n(z)とフェル
ミ積分.1'n(z)を用いて、
(kBT¥3/kBT¥ B = (';; ) g3(Z)， NF = ( ':: ) .1'3(z) (147) ¥IιwJ -~， /' ¥ nw} 
で与えられる。けまフガシティーである O ボース積分とブエルミ積分は、
gn(Z)三よい-1
r(n) J z-lex - 1 
1 r xn-1αz 
九(Z)三一二一 j 山





rA94(Z) LJ CI f..¥ 1. 7¥T r九(Z) L1 SB(Z) = kBNB 14一一一 1nzl， SF(Z) = kBNF 14一一一1nz 1 L ~ g3 (z) . -Jう L~ .1'3 ( Z ) LLL ~ J (149) 
である O これらのエントロビーは、低温極限において、
(kp.T¥3 c) (N~ \ 1/3 kp.T 
















χ N;~(ð = 0) _ N;~(ð = 0) 1 +α 
0-














るとしたとき、 T→ Oにおける生成効率は100%になる。逆に、高温極限kBT>>加 NJf
では、生成効率χoは、 χo同 1/[(1十α)t3]になる。高温で異核分子の数が少ない領域では、
異核分子のエントロビーも小さい。このとき、初期温度~凶I









この節のみ、 Pappたちによる 87Rb原子と 85Rb原子を用いた実験 [17]との対応を考
え、添字にうぺ“く"ではなく、 "87門と "85"を用いる。 αの値は、実験データで決まるo
Pappたちにより報告された、通常作り出される状況N85.ini= 40，000とN87.ini= 300，000 
を想定して [17]、α=2/15を用いることにする。
二つの拘束条件を表す式は、
川ot = [昨7+ (引い7)卜ト5+(引い)]
+2IN~+ (与1YG3(ゐ)I ，














(1 +α)μ2-0 三 0
となる。ここで、 87RbのBECが既に生じているとして、式(157)のμ1=α仰を用いた。
行7以下では、 85Rb、あるいは異核分子のBECが生じうる。
まず、 15>0の場合をみる。 2つの不等式(158)と前提条件0>0より、 0-(1+α)μ2は







(1α、仇円3 〈'‘ ~Ì3(Zm)]+a) (一一ー I1((3) + Q3( 1一αNtot= 0 




lvf=--Altot-(一一)[((3) + Q3(Zm)]， 
1+α ¥ 良心 / 〉〈3(160)
( kBT¥ 
lVF = 一一-Ntot一(一一 )[((3め)十G仏3(ゐ弘n1+α ¥ m心己 / 
となる。ただし、ゐ=exp [-5j(kBT)]である。
次に、 6く Oの場合をみるo 2つの不等式(158)と前提条件6く Oより、 μ2は0になら
ない。したがって、 85Rbは凝縮せず、 Nf5=Oである。また、 5= (1 +α)μ2の条件のも
と、異核ブエツシュバッハ分子のBECが生じる。これは、 6くOのため、異核分子の基底
状態のエネルギーが、 85Rb原子の基底状態のエネルギーよりも低いからである。 87Rbと
異核分子のBECが共存する条件は、 μ1+μ2= (1 +α)μ2=5で与えられる。異核分子の
BECが生じはじめる転移温度TJは、
I kp.T一¥3
(1 +α) ~ .v;C ) [((3) + Q仇 5)]-α川ot= 0 問)
によって決定される。ただし、 Z85ニ exp[5jkBTc-]である o TC- 以下では、凝縮している
各成分の粒子数は、
ーαM
lvf7: 一一Ntot- (':: ) [((3) + Q3(Z85)]， 1+α1九iJJ 
(kBT¥3 (162) 
になる。ただし、Zs5= exp [5 j(kBT)]である。
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? ? ?? ? ??? ?? ?????? (16) 
となる。転移温度の大小関係は、 87Rbが“多数の成分円なので、 T2IIi〉 72Liを満たす。
Tffni三7ini三121iの初期温度7iniでは、 μ1=αμ2となり、 87RbのBECのみが生じる。









































となる。また、初期状態のエントロビー Siniは、 Sini= SB(Z87，ini) + SB(Z85，ini)で与えら
れる。
6=0では縮退が生じるため、可以下における各成分の粒子数を決定できない。そのた





χ~~(6 → O十) -~~(6 → O十) 1 +α 
o N85.in Ntot α 
で定義する。
初期エントロビーと 6→ 0+での終エントロビーが等しい条件Sini(llni)= Sf(Tf1 6→肘)
から、初期温度llniと終温度九の関係が得られる。終温度Tfと初期温度1iniの関係は、
低温極限で、

































( kBTf¥3 1 1 +α2 (kB7ini¥3 11十α=卜~=l) ((3)一一一一=~ (一一一)((3)一一一一 (171) 
¥ 良心 / 川ot α 3¥ 加 / mot α 
となる O 実験で得られた最も低い温度のデータと我々の結果を対応させると、この実験












d=Oでのブガシティーの関係 Z87Z85= Zmを用いて、 87Rbのみが凝縮している領域で
の生成効率χ。を解析する。 87Rbが凝縮しているので、勾7=1である。この状況における
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kBTc 恥 I"f~ -， ~，o- fn¥ Ntotl (173) L2(1十α)((3)-. LULJ
になるo 0 = 0で、転移温度え以下のとき、各成分の粒子数は解析的に求まる。特に、分
子の生成効率に重要な異核分子の数Nm(o= 0)は、




χo=N~(o ニ O) 1土a 1 
Nto α2 
(175) 
である。図 16から分かるように、このとき異核分子の生成効率は最大になる o これは初
期状態の粒子数の比αには依存しない。
0=0における各成分のフガシティーの関係みん=ゐから、“多数の成分"が凝縮し、
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“多数の成分"がフェルミオンである、 {F>+ B<←→ Fm}の場合を解析する。
各成分の粒子数は、




















































れN>= Ntot(l-α)/(1 +α)とNm= Ntotα/(1 +α)で与えられる。
Eよと Epを、“多数の成分円のフェルミエネルギーと異核分子のフェルミエネルギー
とする o 6 = 6cのとき、“多数の成分"のフェルミ面と異核分子のフェルミ面は一致し、
Eよ=Ep+6cをみたす。ブエルミエネルギーの大小関係は、 α=1/2を境にして変わり、





r 2α-1 _ 11/3 


































図19の左図に、生成効率の初期温度依存性を掲げる。実線が、 α=2/15 (< 1/2)で





依存し、 50%から 100%までの値をとる。 α>1/2では、プラトーを伴った最大生成効率










































トロビー は、 s=沿い>)+ SF(Z<) + 8B(zm)である。全ての図で、 α=2/15を採用した。
絶対零度のとき、 d< dcで異核分子のBECが生じる。この臨界値dcは、
(1 ¥ 1/3 (α¥/3 




N> = N>，iniとN<= N<，iniで与えられる。臨界値dcは、 dc=Bよ+EJとも表される。こ
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図 20: 異核分子が凝縮する転移温度を表した相図(左図)。異核分子の割合 JV~/Ntot を、
d-T平面上にプロットした(右図)。ここで、 α=2/15とした。
d=Oで異核分子が凝縮する条件は、 μ1= -(1-α)μ2/2である。このとき、“多数の成
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N> = (ヲァ)Y3(Z>)， N< = (三ミァ)Zくう Nm = (一一!¥ ñω ， ~Ù\~? Jl _.， ¥ nω，-" -  ¥ nw J 
で与えられる。このとき、各成分のエントロビーは、




Sm = kBNm (4 -lnzm) 
になる O
また、分子の生成効率は、
Nm 1+αQ 1十 α
χ0=τァ一一 =tZm一一 (188) 
J、totαα
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Nhini=-LlVtoわれin-一-:-:-Ntot (192 ) α 
1+α1+α 
である。“多数の成分"であるボース原子の位相空間密度のピーク pみは、





Z> = g~1(pム) (194) 
となる。初期状態における 2つ目の拘束条件0=N<.ini一 αN>.iniから、初期状態、のフガ
シティ-Z<，inとら，inの闘に、関係




Sini S<，in + S>，in 
I 1 j G4 [90~ω心品山;示(仏
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4(1-αχo)--j ぐ -ln~ I 一一~931 一一一)I xo ~ 9~ ( _ Xo ¥ l L 1 -αχo¥1-χ0) 1 1ーχoJ
U ¥1-χ。/
G4[9ー'~(P~k.ini). / (_ r _1 / '- ，1 ')αf 唱 1¥








玄¥1-χo) 1 f11-χ0 /7"" (χo ¥1αχo 1 
(1 -αχ。)--; く-ln~ 1一一一九{一一-)1 ~一一}
:F'{ ( XO l l L 1 -αχo¥1-χoノJ 1-χoJ 
ぜ ¥1-χ。/
九[F3it(pふinJ ， (( ~ r ~-1 / '> ¥ 1 1αr ，.--1 / '> ¥ 1¥ 








Fη(z)何 zと近似することで得られる O したがって、“多数の成分"のフガシティーと位
相空間密度のピークはほぼ等しく、
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図23に、 ρ品川iの関数として、異核分子の生成効率χoを示した。ここでは、 α=2/15 
を用いている。図 23の左図は、“多数の成分"がボース原子の場合である。実線は、 5.3
節で議論した {B>+B<←→ Bm}の場合の数値計算の結果である。破線は、 5.4節で議論し




ミ原子の場合である。実線は、 5.5節で議論した {F>+B<←今 Fm}の数値計算の結果であ

































図 24:場合{F>+ B<←→ Fm}で、 α=3/4のときの生成効率を、 ρ;k，iniの関数としてプ
ロットした。実線は、数値計算の結果である。プラトーでは、“少数の成分"が凝縮して
いる O 破線は、式 (199)で与えられる我々の式の結果である O 点線は、式 (202)で与えら
れる古典極限の結果であるO
状態の原子数の比αに依存する。そこで、図 23で用いられた値と異なる αを用いて、場
合{F>十B<←→ Fm}における異核分子の生成効率を調べる。図 24に、 αニ 3/4の場合を
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